








要約:わが国におけるかっての高度成長の時代はおわり,急速な高齢化社会と少子社会をむ

かえ,国民全体に健康の維持と体力の向上に関心が高まっている。とくに家電製品の普及

による家事労働の軽減と余暇の増加,女性の高学歴化と社会進出による意識の変化は,女性

のスポーツヘの関心を高めている。社会的環境に関しても,地域におけるスポーツ施設の

普及と充実は著しく,各種スポーツ教室が各地で盛んに開かれる様になっている。この傾

向は妊婦においても同様で,妊婦水泳や妊婦エアロビクスなどをよく耳にする様になって

いる。この様に女性のスポーツが盛んになることは好ましいことであるが,その一方で種々

の問題が生じている。はじめは健康維持のために始めたスポーツでも,次第に競技として

の性格が強くなり,過度のトレーニングが行われ,健康の維持というより,いわゆるスポー

ツ障害が生じやすいためである。女性においては,小児期,思春期,成熟期,更年期など女性

特有の時期があり,またそれぞれの移行期には,急激な内分泌環境の変化があるため,不適

切な運動負荷により,不可逆的な変化が残ってしまうことがある。なかでも妊産婦におい

ては,流早産など妊婦および胎児にあたえる影響を十分考慮しておかなくてはならないた

め,妊婦にとって安全かつ適切な運動のガイドラインの作成が急がれていた。

第 2 年度の報告として,妊婦エアロビクスの安全性に関して,77 名の正常妊婦(初産 74 名,

経産 3名)を対象として,子宮収縮，胎児心拍数,分娩週数,分娩時出血量,分娩児体重,アプ

ガルスコア,分娩様式などにあたえる影響に関して定量的に検討した。その結果,妊婦の安

全性を十分考慮した内容のエアロビクスであれば,妊娠経過,胎児発育,分娩経過,様式への

悪影響はない様に思われる。


